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２０１２年８月１１日１５時より、牧野コミュニティーセンターにおいて第２

２回定期分会大会を開催しました。分会大会は鈴木和昭副分会長の開会のことば

で始められ、分会大会議長に原野豊繁さんを選出し進められました。

２１年前の１９９１年８月１１日名古屋の地において「東海の地に労働運動の

灯を消すな」を合い言葉にして、ＪＲ東海労が結成された記念すべき日なのです。

この間３名の仲間の不当解雇を出しました。しかし、私たちは「仲間の首を切

られて黙っていられるか！」という怒りと、労働者の生きる権利までも奪う葛西

と国家権力、警察、養殖組合が一体となった組織破壊攻撃に屈することなく、今

日まで東海の地に労働運動の灯をともし続け、今後も職場の主人公として堂々と

闘い続けてきました。第２２回定期分会大会では、葛西労政による「命令と服従」

「規律と忠誠心」の労務管理に屈することなく、組合員の雇用と生活を守る闘い

を職場から組織一丸となって闘うことを誓い合いました。


